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田中 貫一
仁和寺診療所開設後2年間経過しました。おかげさまで会員よりの紹介例が増加してきましたので、本日は症例提示をしながら糖尿病性腎症についてお話したいと存じます。

田中 貫一
一部画面に不都合なところがありますがご容赦ください。ソフトの関係でこんな風になりました。
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田中 貫一
糖尿病性腎症からの透析導入例を示しています。待機例は一例で残りは緊急例で、心不全が透析導入原因となっています。


NoO Name Age Sex
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田中 貫一
いわゆる腎炎からの透析導入例を示しています。緊急例は2例です。このうち一例はDOAの症例でした。


Hb 6.6 Ht 21

02 48.8
pCO2 30.7 BE 7.7

BUN 71 Cr 4.0 Cr-cl
5.8ml/m

Tp 5.8 Alb 2.5
CRP 10.6

Na 140 K 5.6 Ca 8.1
IP 5.1
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田中 貫一
この症例は糖尿病性腎症よりの透析例です。患者の糖尿病に対する自覚が乏しくこれまで病院を転々としています。小松病院に収容されましたが、利尿剤の投与にも関わらず、全身の浮腫が著明となり、導入いたしました。検査結果でもお分かりのように腎機能はあまり悪くない印象を持ちますが、クレアチニンクリアランスは悪化しています。
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田中 貫一
糖尿病性腎症の導入例です。全身浮腫著明で入院してきました。連日透析の結果体重を約30キログラム減少させ、浮腫が改善しました。この症例は残念がながら精神症状が出現しましたので転医しました。


Chemical Nephrectomy

48 Cr 5.6
total Pr 4.7 Alb 1.7
total cholesterol 167
HbAlc 4.9
180/76
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田中 貫一
medicamental nephrectomyとも言う。人為的に尿量を減少させ、アルブミンの喪失を防止し、血清アルブミン濃度を改善する。


Chemical Nephrectomy
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田中 貫一
アルブミン濃度の経過を示す。


e Ht 14% Hb 4.2g/ml
e Cr 10.5 BUN 150
e K7.4Ca5.9Pi19.5

e BE -22.5
e Cr-clearance
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kinnmelstiel
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田中 貫一
文字が詰まっていますが、作成時に発生しました。ソフトの問題で訂正できませんでした。


HRERN
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田中 貫一
小項目が3つ以上を30点とする。二つは20点、一つは10点です。
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田中 貫一
この3つの項目の合計が60点以上のときは血液透析導入時期である。
非糖尿病患者では90点を導入基準にしている。
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田中 貫一
クレアチニンクリアランスが大切。
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田中 貫一
著明な血管壁の石灰化。血管造影のように血管が見える。
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